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1は じめ に

ア メ りカ の 財 務 会 計 基 準 審 議 会(FinancialAccountingStandardsBoard:以 下 、 「FASB」

とい う)は 、1996年 か ら着.手 して い た企 業 結 合 プ ロ ジ ェ ク トの 最終 成 果 と して2001年6月 に

財 務 会 計 基 準 ス テ ー トメ ン ト第141号 「.企業 結 合u:1」(以..ド 、 「SFAS141」 と い う)を 公表 し

た 。 このSFAS141に お いて は 、従 来 、企 業 結 合 の 会 計処 理 方 法 と して容 認 され て い た持 分 プ

ー リン グ法 が廃 止 され
、パ ー チ ェス 法 へ の 一 元 化 が 図 られ たU;。 パ ー チ=[ス 法 とは 、 企業 結

合 を あ る企 業 が 他 の 企 業 を取 得(acquire>し た とみ な して 会 計 処 理 す る方 法 で あ り(3)、 こ こ

に お い て は 、 被取 得企 業 の 財 務 諸 表 に オ ンバ ラ ン ス され て い た か 否 か を 問 わ ず 、す べ て の 資

産 お よび 負 債 が 結 合後 のrの 資産 お よ び負 債 と して認 識 され る 〔s)

FASBは 、SFAS141に よ って 、 企 業 結 合 に取 得 した無 形 資産 に関 す る.会計 処 理 の 精 緻 化 が

nら れ た 〔5〕と して い るが 、 これ は企 業 結 合 の.会計 処 理 方 法 をパ ー チ ェ.ス法 に 一 元 化 す る こ と

に よ り、被 取 得 企 業 の 自 己 創 設 無 形 資 産 の うち一 定 の要 件 を満 た す もの に つ い て 、 そ の オ ン

バ ラ ン スが 一 義 的 に行 われ る よ うに な っ た た め で あ る(s;と い う。

企 業 結 合 時 に取 得 した この よ う な無 形 資 産 を原 初 認 識 す るに あ た っ て は 、他 の受 入純 資 産

と同 様 に 、公.正価値 を見 積 も る こ と が必 要 と な る(7)。 この 公 正 価 値 を見 積 もる に あ た っ て は 、

類 似 資産 の市 場 価 格 を 参 照 す る 、.見積将 来 キ ャ ッ シ ュ ・フ ロ ーの 割 引 現 在 価 値 を 算 定 す るな

どの プ ロ セ ス を経 る 必 要 が あ る 醐 が 、被 取 得 企 業 の 財務 諸.表に オ ンバ ラ ン ス され て い なか っ
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た 自 己創 設 無 形 資 産 に対 して これ らの プ ロ セ ス を適 用 す る に あ た っ て は 、 評価.者が 主 観 的 に

見 積 も り を行 う こ とが 避 け られ な い よ うに 思 わ れ る。FASBの 諸概 念 ス テ ー トメ ン ト(State-

menlsofFinancialAccountingConcepts:以 下 、 「SFAC」 とい う)に お い て は 、会 計 情 報 を有

用 に させ る特 性 と して 「測 定 値 の 信 頼 性 」 が あ げ られ て い る と こ ろか ら(N1、 この よ う な評 価

額 を会 計 上 の 測 定値 と して 容 認 す る た め に は 、 算 定 の 基 礎 と な っ た経 営 者 の 見 積 も りの 合 理

性 また は 客 観 性 が 情 報 利 用 者 に広 く認 め られ る必 要 が あ る よ うに思 われ る、,

現 在 、FASBに お い て は 、公 正 価 値 の 見 積 方 法 の み な らず 、 そ の 定 義 自体 を見 直 す た め の

プ ロ ジ ェ ク トが 発足 して お り、 具 体 的 な検 討 も始 ま って い る 〔1。}。この こ と を考 え る と 、 こ の

よ うな 経 営 者 の 見 積 も りの 前 提 と な る様 々 な仮 定 に 対 して は 未 だ に コ ン セ ンサ.スが得 られ て

お らず 、 無 形 資産 の 会 計 処 理 につ いて も 、 引 き続 き検 討 が行 わ れ 、 ま た改 善 が図 られ て い く

よ うに 思 わ れ る。

小 稿 は 、 か か る現 状 認 識 に 基 づ い て 、SFAS141の 対 象 で あ る企 業 結 合 時 に取 得 した 無 形 資

産 の 公 正 価 値 評 価 の 概 要 に つ い て 整 理 し、 その 問題 点 を あ げ る と と も に、 企 業 結 合 事 例 の 増

大 と と も に情 報 ニ ー ズが 高 ま っ て い る と され る(n:.無 形 資 産 価 値 に か か る情 報 の デ ィ.スク ロ

ー ジ ャ ー につ い て検 討 を加 え る こ と を 目的 と して い る
。

II企 業結合時に取得 した無形資産の資産性

SFAS141に お い て 、 無 形 資 産 は 「物 理 的 実 体 を有 さな い(金 融 商 品 以 外 の)資 産 〔12〕」 で

あ る と定 義 され て い る。 した が っ て 、被 取 得 企 業 の有 して い た無 形 資 産 が 、結 合 後 の 企 業 の

資産 と して 認 識 され るかh:nか につ い て は 、 まず 無 形 資産 が 資 産 の 要 件 、す な わ ち将 来 の 正 味

キ ャ ッシ ュ ・イ ン フ ロ ー に貢 献 す る能 力 を有 して い る こ と、 こ こ か ら生 じ る経 済 的 便 益 を 特

定 の 実 体 が 支 配 して い る こ と 、 お よ び 、過 去 の 取 引 ま た は 事 象 がす で に発 生 して い る こ との

3点｢a;を 満 た して い るか に よ って 検 討 しな けれ ば な らな い よ うに思 われ る。

SFACは 、 資産 の 本 質 を こ れ.が生 み 出 す 将 来 の経 済 的 便 益 、..貝体 的 に は 正 味 キ ャ ッ シ ュ ・

フ ロ ー に求 め て い る 〔in)が、 これ は物 理 的 実 体 を有 す る資 産 を保 有 して い るの み で は実 現 で

きず 、 これ らを効 率 的 に 活 用 す る ため に 、 ノ ウハ ウ な ど の 無 形 の 経 営 資 源 が経 営 に活 か され

て は じめ て 実 現 で きる もの で あ る。 この 意 昧 で 、 無 形 の経 営 資 源 が将.来の 正 味 キ ャ ッ シ ュ ・

フ ロ ー に貢 献 す る能 力 は 、企 業 活 動 が継 続 して い るか ぎ り存 在 し続 け る こ とにな るps1。

しか し、 無形 資 産 は物 理 的 実 体 を有 して い な い と こ ろ か ら、 これ が 生 み 出す 将 来 の経 済 的

便 益 に対 す る支 配 の 存 在 を主 張 す るた め に は.、そ の 存 在 を 立 証 し うる客 観 的 な証 拠 を.貝備 す

る こ とが 必 要 と な る よ うに 思 わ れ る。

無 形 資 産 と同様 に物 理 的実 体 を 有 して い な い 金 融 商uonは 、 契 約 が 存 在 す る こ とに よ っ て権
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利に対する支配の存在が法的に認められる。このことを考えると、無形資産についても、こ

れが生み出す将来の経済的便益を評価 したうえでの契約が締結 されることとなれば、当該契

約文書を将来の経済的便益に対する支配の存在を客観的に示す証愚として利用できるとも考

えられる。

しかし、SFAS147.は 企業結合の会GI処 理を規定するものであり、ここにおいて、無形資産

は取引対象の一部にすぎない、すなわち直接の取引対象としては位置づけられていないよう

に思.われる。このことは、企業結合.を会計処理す.るにあ.た.り.、これに要 したコス トが被取得

企業の資産および負債の公正価値の積み上げではな く、発行株式の公正価値等により総体と

して決定 され、次いで、その.一部が個々の資産および負債に対 して割り当てられる(allocate;)

という会計処理が採用 されていること(10,か らもうかがわれる。 したがって、このような個

別の契約が存在することを前提 とする考え方は、企業結合時に取得する無形資産が生み出す

経済的便益に対する支配の存在を立証する方法としては、必ず しも妥当ではないように思わ

れる。

SFAS141に おいて、企業結合時に取得される無形資産を結合後の企業の資産として認識す

るためには、次の2つ の要件 を満たすことが必要 〔17)とされている。FASBは 、これらの要件

を充足するものは、当然に資産の要件 も充足する 〔lft;としているが、このことを考えると、

これら2つ の要件は企業結合時に取得する資産に対する支配の獲得 を客観的に立証するため

の証拠に関するFASBの 判断を示 したものと思われる。

墨

.

(1)契 約 その 他 の 法 的 権 利 か ら生 じた もの で あ る こ と

(2)被 取 得 企 業 か ら 分離(separate)ま た は 分 割(divide)し 、売 却 、 移 転 、 ラ.イセ ン.ス、

賃 貸 ま た は交 換 可 能 で あ る こ と(分 離 可 能 で あ る こ と)

第1の 要件は、「権利 から生 じている多くの無形HJの 価値は、契約、法令その他これらに

類似する方法によって、法的に移転 されるQ9)と の認識に基づいて設けられたという。そも

そも無形資産は、「無形であるがゆえに、第三者が当該無形資産の移転を伴うことなく、また

対価を支払 うことなく、当該無形資産を容易に複製 し保有することができる ⑳」という特徴

を有 しており、そのために待定の実体による支配の存在を無条件で認めることは非常に困難

である。しかし、契約、法令その他これらに類似する方法(以 下、「法的方法.」という)に よ

って権利主体および権利の範囲が法的に確定 されているのであれば、これを第三者に対して

主張することも可能となる。すなわち、これは各種法令によって確定 された権利範囲を個 々

の無形資産の外延として用いるとい う考え方であり、上述 したように、他の資産にかかる権

利範囲の確定と同一の基盤に立脚 しているものと思われる。

確かに、法的権利として確立 しているかnか を問わず、一一部の無形の経営資源については、
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実 体 経 済 に お い て取 引市 場 が存 在 して い る(L1;。 こ こ にお い て 取 引 対象 と な っ て い る無 形 の 経

営 資 源 につ い て は 、 そ の活 用 に よ って 経 済 的 便益 が 享 受 で き る と の合 意 が広 く形 成 され て い

る と考 え られ る 。 第2の 要 件 は 、 こ の よ う な無 形 の 経 営 資 源 を会 計 上 も無 形 資産 と し て 認 識

す るた め に設 け られ た もの で あ り、 権 利 範 囲 の確 定 を法 令 に よ らず 、市 場 に委 ね た もの と考

え られ る.し た が っ て 、 こ こに お い て は取 引 対 象 とな る蓋 然 性 につ い て の.予測(u7を 経 営 者

が合 理 的 に 形 成 しう るの で あれ ば 、 当 該 無 形 資産 が 法 的権 利 で あ る か否 か に か か わ らず 、 そ

の 資 産 性 が容 認 され る こ と とな るよ うに 思 わ れ.る6...

SFAS141に お い て は 、 第2の 要 件 に よ って 資 産 性 が 認 め られ る無 形 資 産 の 具 体 例 と して 、

顧 客 リス ト、 契 約 に よ ら ない 顧 客 関 係 、 特 許 権 を取 得 して い ない技 術 、 お よび 、権 限 プ ラ ン

ト(titleplan[)を は じめ とす る デ ー タ ベ ー ス の4つ が あ げ られ て い る(z3`。 レか し 、前 二 者 は

常 に流 動 的 で あ り、 また 後 二 者 につ い て も、 法 的 に保 護 が 図 られ て い ない か ぎ り、 常 に流 出

の お そ れ が あ る 。 これ ら と同 様 に 、企 業 に 対 して 経 済 的便 益 を もた らす 無 形 の 資源 と して考

え られ て い る ノ ウハ ウ はSFAS141の 無 形 資 産 の 対 象 か ら除 外 され て い る 髄 が 、 支 配 を喪 失

す る危 険 性 に さ ら され て い る点 に つ い て は 、 これ ら と異 な る もの で は な い 、 した が って 、両

者 の 会 計 処 理F.の 違 い は 、経 済 的便 益 に 対 す る支 配 の 存 在 を(1)当 該 資 産 に か か る取 引 市 場

が 存 在 し、(2>取 引 意 思 の あ る独 .?%.第三 者 間 に お い て 取 引 の対 象 とな り う る こ と を 合理 的 に

想 定 し う るか 否 か に よ って判 断 しよ う と した た め に生 じた もσ)と思 われ る。

また 、 この 点 を 資 産 の 第3の 要 件 と関 連 させ て 考 え る と 、経 済 的価 値 の あ る資 源 を 資 産 と

して 認 識 す る た めの 判 断 基 準 の 焦 点 は 、 「過 去 の 取 引 の存 在 」 か ら、 「取 引 市 場 が存 在 し 、将

来 的 に 当該 市 場 に参 画 で き る資産 で あ る か否 か」 と い う点 に移 っ て きて い る よ う に思 わ れ る 。

しか し、 取 引 が 生 じる た め に は 、需 要 と供 給 が と もに 存 在 す る こ とが必 要 不 可欠 で あ り、 仮

に現 時 点 に お い て は取 引.市場 が存 在 して い た と して も、 その い ず れ か が欠 け て しま え ば 、将

来 的 に 市場 が 喪 失 して し ま う お それ もあ る。 こ の こ と を考 え る と 、取 引 市 場 の 存 在 の み を資

産 認 識 の た め の 基礎 と して 重 視 す る こ と に は 、会 計 情 報 の 安 定 性 を欠 くと い う意 味 で 問題 が

あ る よ う に思 わ れ る。

こ の 点 に 関 連 して 、 ア メ リ カ 公 認 会 計 十 協 会(AmericanInstituteofCertifiedPublic

Accountants:AICPA)は 、被 取 得 企 業 に お い て オ ンバ ラ ンス され て い な か っ た無 形 資産 を.企

業 結 合 時 に識 別 す る た め の 唯 一 の 判 断 基 準 と して 、公 正 価 値 に よ って 適 切 に評 価 で き る こ と

をあ げ て い る(u)SrAS141.に お い て 、⊥ 記 の2つ の 要 件 の い ず れ か が充 足 され た場 合 、信 頼

し う る公 正 価 値 を測 定 す るた め に..{.・分 な 情 報 が得 られ る 〔u)と され て い る こ と もあ わ せ て考

え て み る と 、 無形 資 産 が 資 産 と して 認 識 され る た め の 要 件 は 、結 果 的 に この1点 に集 約 し う

る よ うに も思 われ る。
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m公 正価値による無形資産評価の妥当性

無形資産の存在を将来の経済的便益 として認識 し、資産性を容認することができたとして

も、会計の本質は経済活動および経済事業を貨幣額によって計算することにあるところから、

その計算が一定のルールに基づいて行われないかぎり(27:、財務報告に対 して様々な関心を有

している.情報利用者の利害を調整す.るこ..とは不可能であ.る。上述のよう.に忌企業結合におい

て取得 される無形資産は公.正価値をもって原初.入帳価額 とされるが、会計理論上、この公正

価値の妥当性はどのように説明されるのだろうか。

SFACに おいては、認識規準の1つ である測定可能性について、次のように説明されてい

る(28)。

「資産(中 略 引用者〉は、.十分に信頼性のある貨幣単位で数量化され、かつ 目

的に適合する属性を有 していなければならない。測定可能性は、目的適合性および

信頼性と一緒に検討されなければならない」

SFAS141に お い て 、 公 正 価値 は 「取 引 意 思 の あ る独 立 した 当事 者 間 に よ る競 売 ま た は清 算

に よ る処 分 以 外 の 現 在 の 取 引 に お い て 、 資 産(ま た は 負 債)の 購 入(ま た は 負 担)ま た は売

却(ま た は 弁 済)を 行 う場 合 の そ の価 額(zs)と 定 義 され て い る 。 この 定 義 は 、SFAC第7号

「会 計測 定 に お け るキ ャ ッ シ ュ ・フ ロー情 報 お よび 現 在 価 値 の 活 用(s。U(以 下 、 「SFAC7」 と

い う)に お け る公 正 価値 の 定 義 と同.の もの で あ る。

FASBは 、 公 正価 値 の 算 定 に は3つ の レベ ル が 存 在 す る と して い る(Y1;。:具体 的 に は 、 第1

レベ ル の 公 正 価 値 と して 実 際 の 交 換 価 格 、 第2レ ベ ル の 公 正 価 値 と して類 似 資産 に つ いて の

取 引 が 行 わ れ て い る場 合 の 当該 取 引価 格 、 第3レ ベ ル の 公 正 価 値 と して将 来 キ ャ ッ シ コー フ

ロ ーの 見積 額 の3つ(sz1で あ る,,

第1レ ベ ル は 、測 定 時 また は 測 定 直 前 に お け る.市場 取 引 に お い て 観 察 可 能 な価 格 を も っ て

公 正価 値 を見 積 もる ㈹ と い う もの で あ り、 これ に よ っ て 算 定 され る 公 正価 値 は 歴 史的 原 価

の 測 定 属 性 を帯 び る こ と とな る。 しか し、 無 形 資 産 を個 別 で取 得 した 場 合 で あれ ば 、個 々 の

無 形 資産 に 対 して 価 格 の 裏 付 け を与 え る こ と は可 能 で あ る もの の 、 企 業 結 合 σ)場合 、 資産 お

よび 負 債 は個 別 に 取 得 され るの で は な く 、被 取 得 企 業 の 純 資産 が 総 体 と して 取 得 され る と こ

ろか ら、 この/i法 に よ って 公 正価 値 を算 定 す る こ とは 非 常 に困 難 で あ る よ うに 思 わ れ る。

第2レ ベ ル は 、実 際 の 交 換 価 格 が 存 左 しな い 場 合 に 、測 定 時 ま た は 測 定 直 前 に お け る類 似

資 産 に か か る市 場 取 引 に お い て観 察 可 能 な価 格 に 調 整 を加 え る こ と に よ って 公 正 価 値 を見 積

も る(34;と い う もの で あ り、 これ に よ って 算 定 され る 公 正 価 廼 は 現 在 原 価 の 測 定 属 性 を帯 び
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る こ と とな る.し か し、 無 形 資産 の 価 値 の 源 泉 は その 独 自性 に認 め られ 、企 業 外 部 者 か らの

ア ク セ ス が容 易 に な る につ れ て 価 値 が消 滅 して しま うもの で あ る(as;点 を考 え る と 、 類 似 資

産 の 取 引 事 例 を想 定 す る こ と 自体 が 、 無 形 資 産 の 価 値 を捕 捉 しよ う とす る考 え方 と矛 盾 す る

よ うに 思 わ れ る 。

第3レ ベル は、 第2の レベ ル で の 公 正 価 値 の .見積 も り を行 う こ とが で きな い 場Anに 、 他 の 評

価 技 術 を用 い る こ と に よ って 公 正価 値 を見 積 も る(?f;と い う もの で あ り、具 体 的 に は 、 無 形

資産 か ら生 じる将 来 キ ャ ッシ ゴ ・フ ロ ー の見 積 も りな どが行.わ.れる.(3];。SFAC7に お い て は 、

将 来 キ ャ ッ シ ュ ・フ ロ ー の 割 引 現 在 価 値 が 公 正 価 値 に該 当 しな い(!N;と 明 言 され て い る こ と

か ら、第3レ ベ ル の 公 正価 値 は 、 第2レ ベ ル の 公 正価 値 と同 様 に現 在 原 価 の測 定 属 性 を 有 す る

と考 え られ て い る よ うに思 わ れ る。

第3レ ベ ル の 公 正 価 値 を現 在原 価 と す るに あ た っ て は 、経 営 者 が 主 観 性 を排 して他 の 市 場

参 加 者 の キ ャ ッシ ュ ・フ ロ ー予 測 を 行 う こ とが.可能 で あ る こ と が前 提 と な っ て い る よ う に思

わ れ る が 、将 来 キ ャ ッ シ ュ ・フ ロ ー の 見 積 も りに 評 価 者 の 主 観 が反 映 され る こ とは避 け られ

な い 〔38;。また 、SFAC7に お い て は 、経 営 者 の 見 積 も り と他 の 市 場 参 加 者 の 見 積 も りが 異 な

る原 因 に つ い て列 挙 され て い る(AC.〕。 さ ら に 、現 在FASBに お い て は 公 止 価fl貞の .定義 お よび そ

の 測 定 方 法 の .見直 しが進 め られ て い る が 、 こ こで は そ の 両者 に つ い て実 質 的 な 合 意 が形 成 さ

れ て い ない との 認 識 が 共 有 され て い る(a//,

実 際 、経 営 者 が 公 正価 値 を 見 積 も る に あ た っ て は.企 業 外 部 の:専門 家 が利 用 され る ケ ー ス

が 増 加 して い る(121と い う。 しか し、 専門 家 が 評 価 す る価4i直に は 、 投 資 価 値 、清 算 価 値 な ど

様 々 な もの が あ り、 会 計 上 の 公 正 価 値 概 念 と必 ず しも整 合 的 で な い 場.合が あ る(aa;と こ ろか

ら、AICPAは 、 専 門 家 に よ る 評 価 を原 則 と して 参 照 す べ き で は な いHa;と して お り、 また

FASBも 市 場 が 存 在 しな い場 合 σ)公.正価 値 の 見 積 方 法 につ い て.具体 的 指 針 を示 す べ きか 否 か

につ い て検 討 を開 始 して い る(as7。

仮 に 第3レ ベ ル の 公 正 価 値 の 見積 方 法 につ い て具 体 的 指 針 が提 示 され た と して も 、無 形 資

産 と い う固 有 の特 性 を有 す る資産 を 、企 業 結 合 に よ って 取 得 した の か 、 ま た は個 別 も し くは

他 の 資産 と と もに 取 得 した の か に よ っ て 、 異 な る測 定属 性 か ら な る 公 正 価 値 概 念 ⑯ を適 用

して 評 価 額 を算 定 す る こ と に は 、会 計 数値 の 加 法性(会 計 理 論 の 整 合 性)の 観 点 か ら も(a9: 、

経 済 的 実 態 の捕 捉 とい う観 点 か ら も問題 が あ る(ax;よ うに 思 わ れ る。

以 上 の こ と を考 え る と、 企 業 結 合 時 に取 得 され る無 形 資産 を公 正価 値 で 評 価 し た結 果 と し

て の 測 定 値 に対 して 、 会 計 理 論 .ヒ、確 固 た る位 置 づ け が.与え られ て い る の か に 関 して 判 断 す

る た め に は 、FASBの 更 な る検 討 を待 つ 必 要 が あ る と思 わ れ る 。
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IV無 形 資産価値 にかかる情報 のデ ィス クロージ ャー

情 報 利 用 者 の関 心 が無 形 資 産 の 生 み 出 す 経 済 的 便 益 に あ り、 当該 情 報 を提 供 す る必 要 が 高

ま って い る とい うFASBの 認 識 が.妥当 で あ る とす れ ば 、 今 後 、 無 形 資 産 に か か る情 報 の デ ィ

.スク ロ ー ジ ャー の重 要 性 は 、 これ を公 正 価 値 に よ っ て測 定 す る こ とが 妥 当 で あ る か 否 か に か

か わ らず 高 ま って い くもの と思.われ る。

実 際 、無 形 資 産 の 会計 処 理 お よび 報 告 の 方 法 に関 す る議 論 は 、企 業 結 合 プ ロ ジ ェク トに お

い て 行 わ れ て い た もの で あ るが 、 そ の成 果 と して の.ステ ー トメ ン トは 、企 業 結 合 時 に取 得 さ

れ た 無 形 資 産 を対 象 とす るSFAS141の み な らず 、企 業 結 合 時 以 外 に個 別 また は資 産 グ ル ー プ

と して 取 得 した無 形 資産 を対 象 とす るSFAS142に ま で拡 張 して い る、 ま た 、SFAS142に お

い て は 、今 後 の計 画 と して 、 会 計 上 の 対 象 とす べ き無 形 資産 の 対 象 の 範 囲 を拡 大 す る意 図 が

あ る旨(49:に も言 及 され て い る。

まず 、SFAS14].に お い て 、企 業 結 合 時 に 取 得 した 無 形 資 産 に 関連 して デ ィ ス ク ロ ー ズす る

こ とが 規 定 され て い る情 報 を整 理 す る と、表1.の よ うに な る。

表1企 業結合時に取得 した無形資産にかかる開示情報(SFAS141)

開示箇所 開示情報

財務諸表 公正価f直
　
注記 要償坤無形資産

.i三要 な無形 資産 の 公正 価値
、残 存価fl直お よび

加重 平均償 却 年数

非償却無形資産 主 要 な 無 形 資 産 の 公.1衰価 値.

(FinancialAccountlugSland'drdsRoar)【FASB],Sr｢tem｢mfafAccounlingStandardsNo.141:

RusinexsCombixations,FASB,2001,pare,51-52を も と に 作 成)

FASBは 、これらの情報が無形資産から将来生 じると期待 されるキャッシュ ・フローの額

および時期 を見積もるために有羅であるとの晃解(50.を 示 している。 しかし、企業結合時に

取得 される無形資産の公T価 値を客観的に見積 もることが困難であるとの認識が正 しいとす

れば、公正価値を算定するにあたって用いた仮定等の根拠を示 さないかぎり.、数値の意味 を

情報利用者に正しく伝達することは困難であるように思われる。すなわち、投資者をはじめ

とする企業外部の情報利用者は、経営.者の行った主観的判断を知 ることはできないために、

適切な情報開示がなされなければ、無形1の 公正価値として示 され.ている金額の妥当性 に

ついては情報利用者が独自に判断 しなければならず、またこれが将来キャッシコ、・インフロ

ーと乖離するリスクを無条件で負担 しなければならなくなるように思われる.こ こで、財務

諸表に対する注記等補完情報においてデ.イ.スクローズされる情報を 「財務諸表本体(中 略一
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一 引 用 者)に お い て デ ィス ク ロ ーズ され る情 報 の 補 完
、補 足 ま た は説 明機 能 を もつ情 報(fi//

で あ る とす る と 、財 務 諸 表 上 で の 公 正 価 値 評 価 を 前提 とす.る以 上 、 注 記 に お い て 、 この よ う

な情 報 を デ ィス ク ロ ーズ す る必 要 性 は高 い よ うに思 わ れ る(s2;。

SFAS141に 先 立 って 公 表 され た1999年 の 公 開草 案 に お い て は 、 公 正価 値 を算 定 す るた め に

用 い た仮 定 お よび 方 法 につ いて 、注 記 にお い て デ ィス ク ロー ズ す る こ とが規 定 され て い た が 、

コ ス トー ベ ネ フ ィ ッ トの 観 点 か ら、SFAS141に お い て この 規 定 は 削 除 され た(SA;。 こ の 点 に

つ い て 考 え て み る と、 経 営 者 の 負 担 す べ きコ ス トに つ い て い えば 、.公正fdti4iの 見積 も り を客

観 的 に行 うこ とが 非 常 に 困 難 で あ る と こ ろ か ら、 公 正 価 値 の 算 定 根 拠 ま た は専 門 家 を利 用 し

た 事 実 は 、経 営 者 の 能 力 の 程 度 を その ま ま.表現 す る もの と して 受 け取 られ て しま うお そ れ も

あ る よ う に思 わ れ る 。 この 場 合 、情 報 開 示 に と もな う コス トは 多大 な もの と な っ て しま うで

あ ろ う。 ま た 、 情 報 利 用 者 に つ い て い えば 、FASBの 提 唱 し た企 業 結 合 に か か る公 開 草 案 の

是 非 を め ぐっ て 開催 され た公 聴 会 に お いて 、 「投 資者 が会 計処 理 方 法 の相 違 につ い て無 差 別 で

あ る との 研 究 成 果 が示 され 、 パ ー チ ェ ス法 に一 元 化 され た 結 果 と して新 しい デ ー タが デ ィス

ク ロ ー ズ され た と して も その 有 用 性 はほ とん どな い(sa>と の認 識 が示 され て い る こ と を考 え

る と 、.公正価 値 情 報 を公 表 す る こ とに よ って得 られ る ベ ネ フ ィ ッ トは 、経 営 者 側 が 負担 す る

コ ス トを .ヒ回 る もの で は な い よ うに も思 われ る。

しか し、 現 在FASBが 進 め て い る公 正 価 値 の 定 義 お よ び 算 定 方 法 に 関 す る研 究 を通 じて 、

解 釈 の 余 地 が よ り少 な い 公 正 価 値 を算 定 す る た め の 具 体 的 な 指 針 が示 され る こ と と な れ ば 、

公正 価 値 情 報 を基 本 財 務 諸 表(ssに お い て 開示 す る こ と に よ る コ.ス トが低 減 し、 その 妥 当性

も高 ま る と考 え られ る。 した が って 、公ldtiii直情 報 の 開 ポ を め ぐ る コ.ス トーベ.ネ フ ィ ッ トの

問題 は 、 今 後 の 研 究 成 果 の 進 行 と と も に容 易 に変 化 して い く も の で あ る と理 解 す べ きで あ る

よ うに思 われ る。

無 形 資 産 の価 値 が その 独 自性 に 認 め られ 、 こ こ か ら得 られ る収 益rを 判 断 す る ため の 基 準

と して 市場 取 引価 格 を参 照 す る こ とが 必 ず しも妥 当 で は な い とす る と、 無 形 資 産 が 企 業 に も

た らす キ ャ ッ シ ュ ・フ ロ ー を1'測 す る こ とは 、 他 の 資 産 が 企 業 に もた らす キ ャ ッシ ュ ・フ ロ

ー を予 測 す る よ り も困 難 で あ る よ うに 思 わ れ る
。 した が っ て 、 無 形 資 滝 に か か る情 報 ニ ー ズ

が これ を保 有 して い る.企業 の 経 済 的実 態 を 明 らか にす る こ とに あ る とす れ ば 、現 状 に お い て

公正 価f直の 意 義 が 明確 に され て い な い以 上 、情 報 利 用.者の リ ス ク を軽 滅 させ る た め に は 、 経

営.者に と って の 主 観 的価 値 をデ ィス ク ロ ー ズ す る こ と も視 野 に 入 れ て 検 討 す る 必要 が あ る よ

うに思 われ る。
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Vお わ りに

小 稿 に お い て は 、 まずSFACの 資 産 概.念に 基 づ い て 、r業 結.合時 に取 得 し た無 形 資 産 の 資

産 性 につ い て検 討 した。 こ こで は 、SFAS14tに あ げ られ て い る無 形 資 産 の 要 件 が 公 正価 値 を

見 積 も る た め に十 分 な 情 報 を得 る た め に 必 要 とな る こ と を あ げ 、 公 正 価 値 が無 形 資産 を 財 務

諸 表 に お い て認 識 す る た め の 判 断 基準.と.なう て い る こ と.を述 べ た。

次 い で 、 この 公 正 価 値 概 念 の 妥 当性 に つ い て 、 基 本 財 務 諸 表 に お い て認 識 され る項 目の 有

す べ き測 定 属 性 の 観 点 か ら検 討 した 。 こ こで は 、現 在FASBの 提 唱 して い る公 正 価 値 概 念 に

測 定 属 性 を異 に す る3つ の レベ ル が存 在 して い る こ と 、 お よ び その た め に公 正 価 値 概 念 が 論

理 矛 盾 を内 包 して い る こ と を述 べ た 。

最 後 に 、無 形 資 産 価 値 情 報 の デ ィス ク ロー ジ ャ ー につ い て 、 無 形 資 産 に 対 す る情 報 ニ ー ズ

の 観 点 か ら検 討 した 。 こ こ で は 、 公 正 価値 概 念 の 限 界 を前 提 と して 、情 報 利 用 者 が 公 正 価 値

情 報 を よ り適 切 に 自 らの 投 資意 思 決 定 に 利 用 で き る よ うに 、 無 形 資 産 に か か る経 営 者 の 価 値

判 断 にか か る惜 報 をデ ィ ス ク ロ ー ズす る必 要性 につ い て もC]及 した 。

FASBは 、SFAC7に お い て 、 原 初 認 識 時 の 測 定 お よ び そ れ 以 降 の 期 末 に お け る フ レ ッ シ

ュ ・ス ター ト測 定 の 場 合 に 、 公 正価 値 に よ る評 価 が ほ ぼ例 外 な く基 本 と な る 旨(6B;を 明 らか

に して い る が 、 そ の 根 本 とな るべ き公 正 価 値 概 念 自体 につ いて は 、 現 在 見直 しが進 め られ て

お り、2004年 第2四 半 期 に公 開 草 案 が 公表 され る ジ定 とな って い る。

ま た 、 公正 価 値 概 念 の 見 直 しの た め の プ ロ ジェ ク トと同 時 期 に 着 手 され た 、無 形 資産 の デ

ィス ク ロー ジ ャー お よ び 公正 価 値 評 価 を.前提 と した フ レ ッ シ ュ ・ス タ ー ト法 に 関 す る プ.ロジ

ェ ク トは 、現 在 、棚 上 げ(inactive)状 態 に あ りfsY、 これ らの こ と を考 え る と、FASBが 今 後

公 正価 値 評価 に 対 して 慎 重 な姿 勢 を とる こ と も予 想 され る。 しか し、 自 己創 設 無形 資産 に 代

表 され るよ うに 、 従 来 オ ンバ ラ ン ス され て こな か った 無 形 の 経 営 資 源 の 価 値 を 会 計 上 認 識 す

る こ とに 対 して は 、 情 報 利 用 者 の ニ ー ズ に応 え る観 点 か ら、 今 後 も そ の必 要 性 が 高 ま って い

く もの と思 わ れ る。 した が って 、 この 公 正 価 値 概 念 をめ ぐ る プ ロ ジ ェ ク トの研 究 成 果 は 、 今

後 の 無形 資 産 に か か る 会 計処 理 を検 討 す る に あ た り強 い影 響 力 を有 す る もの と考 え られ るが 、

この 点 につ いて は 、FASBの プ ロ ジ ェ ク トの 進 行 とあ わ せ 、 引 き続 き検 討 を行 い たい 。

幽;

.幽
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